










要約:離乳食指導の現在の指針とされている「離乳の基本」が発表された当時に比較して、

近年は、乳児期からの運動指導を掲げたスポーツ施設が各地に開設され、ベビースイミン

グに代表されるような乳児期からの運動に母親の関心が集っている。一定の時間内に一定

の運動を半ば強制的に行う乳児においては、その後の摂食状況が普段よりも多いという母

親の感想が聞かれる。このように、運動することが食生活上に何らかの影響を及ぼしてい

る。特に、栄養摂取面でどのような影響を与えているかを明らかにするためには、栄養生

理学的追究が求められる。それには、スポーツ医学の積極的な関与が望まれるが、現在ま

でのところ、乳幼児用実験研究器材の開発が不十分なこと、特に乳幼児期は実験協力を得

にくい心身の特徴を有すること、負荷をかける場合の基準をどこに選定するかなどの問題

がある。従って今のところ、実験解析による裏付けは実験協力を得られる一定年齢以上の

小児の段階に留っているといえる。


